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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子写真トナーおよび展色剤、インク、水性バインダー組成物、およびカラーフィルタ
ーを顔料着色するための、ベース顔料としてＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７
４、および１種以上の顔料分散剤を含む、顔料調製物の使用であって、該顔料分散剤が、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　６１、６１：１、６２、６２：１、１６９およ
び１９１：１、またはＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　６２のアルミニウムレー
キ、バリウムレーキ、もしくはストロンチウムレーキから選択される、前記使用。
【請求項２】
　顔料調製物が、
　ａ）Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４を５０重量％から９９．９重量％、
　ｂ）顔料分散剤１、２、３、４、５または６種を０．１％重量から２５重量％、
　ｃ）助剤を０から２５重量％含み、
　それぞれの成分の割合は、調製物の総重量（１００重量％）に基づく請求項１に記載の
使用。
【請求項３】
　インクジェットインクを顔料着色するための請求項１または２に記載の使用。
【請求項４】
　インクジェットインクが、マイクロエマルジョンインク、溶剤ベースのインクジェット
インクまたはホットメルトインクジェットインクである、請求項３に記載の使用。
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【請求項５】
　水性印刷インク、水性塗料、および水性ワニスを顔料着色するための請求項１または２
に記載の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４をベースとするモノアゾ顔料
調製物の新規な使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許第３７５９７３３号は、アセトアセチルアリールアミドとジアゾ化アニリンと
のカップリング生成物を含み、水溶性染料を含む顔料調製物を開示している。これらの顔
料調製物の溶剤系イラストグラビア印刷インク（装飾塗料）における使用が記載されてい
るが、例えば水性印刷インクなどその他の系における使用は記載されていない。
【０００３】
　特開昭４５－１１０２６号（ＪＰ－４５－１１０２６）は、同様に、アセトアセチルア
リールアミドとジアゾ化アニリンとのカップリング生成物を含み、水溶性染料を含む顔料
調製物を開示している。顔料調製物の使用は、非水性系に限定している。
【０００４】
　顔料調製物が、高分子量有機材料の着色用に使用される場合には、高色強度、高クロマ
ティシティ（彩度）および良好な耐光堅牢度および耐候堅牢度など、顔料の性能特性に課
せられた必要条件が厳しい。顔料調製物が、印刷系において使用されている場合、必要条
件には、高印刷透明性、および分散中の高顔料着色印刷インク濃縮物の低粘度が含まれる
。顔料調製物が、電子写真トナー、インクジェットインク、カラーフィルターまたは電子
インクにおいて使用される場合には、同様な必要条件が課せられる。ここではまた、例え
ば適当な摩擦電気的特性などの特定の必要条件がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４をベースとする、知られているノアゾ顔
料調製物は、現在の必要条件を全ては満足していない。したがって、改善する必要があり
、目的は、上に言及された用途において使用された場合に、現存する調製物の特性よりも
優れた特性を示す顔料調製物を見出すことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　驚くべきことに、この目的は、以下に定義される顔料調製物を使用することによって実
現されることが見出された。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明は、ベース顔料としてＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４、および次
式（Ｉ）の１種以上の顔料分散剤
【０００８】
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【化４】

　［式中、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、互いに独立に、水素、塩素または臭素など
のハロゲン、メチル、エチル、またはｔｅｒｔ－ブチルなどのＣ１～Ｃ４アルキル、メト
キシまたはエトキシなどのＣ１～Ｃ４アルコキシ、ニトロ、トリフルオロメチル、シアノ
、フェニル、基ＳＯ３

－Ｅ＋－またはＣＯＯ－Ｅ＋であり、但し、ＳＯ３
－Ｅ＋－または

ＣＯＯ－Ｅ＋タイプの少なくとも１個および２個を超えないイオン基が存在し、イオン基
が２個の場合には、一方の基は、式（Ｉ）の化合物のカップリング剤残基中に、他方は、
塩基残基中に位置し；
Ｅ＋は、Ｈ＋；
好ましくは化学元素周期律表の主族１から５からの、または遷移族１もしくは２もしくは
４から８からの金属カチオンＭｍ＋の当量Ｍｍ＋／ｍ（ｍは、数１、２または３であり、
例えばＬｉ１＋、Ｎａ１＋、Ｋ１＋、Ｍｇ２＋、Ｃａ２＋、Ｓｒ２＋、Ｂａ２＋、Ｍｎ２

＋、Ｃｕ２＋、Ｎｉ２＋、Ｃｏ２＋、Ｚｎ２＋、Ｆｅ２＋、Ａｌ３＋、Ｃｒ３＋またはＦ
ｅ３＋などの）；ホスホニウムイオン；または非置換または置換アンモニウムイオンであ
る。］
を含む顔料調製物の、電子写真トナーおよび展色剤、インク、水性バインダー系、および
カラーフィルターを顔料着色するための使用を提供する。
【０００９】
　好ましくはＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、水素、塩素、メチル、トリフ
ルオロメチル、またはメトキシであり、好ましくは顔料分散剤は、イオン基ＳＯ３

－Ｅ＋

を担持する。
【００１０】
　適切な置換アンモニウムイオンは、例えば次式
　　　Ｎ＋Ｒ９Ｒ１０Ｒ１１Ｒ１２

［式中、
　Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１およびＲ１２は、同一または異なっており、定義水素、ヒドロキ
シル、アミノ、フェニル、（Ｃ１～Ｃ４）－アルキレン－フェニル、Ｃ５～Ｃ３０シクロ
アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルケニル、または分枝または非分枝Ｃ１～Ｃ３０アルキル（前
記フェニル環、（Ｃ１～Ｃ４）－アルキレン－フェニル基、Ｃ５－Ｃ３０シクロアルキル
基、Ｃ２～Ｃ３０アルキレン基、およびＣ１～Ｃ３０アルキル基は、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＮ、
ＮＨ２、ＯＨ、Ｃ６Ｈ５、１、２もしくは３個のＣ１～Ｃ２０アルコキシ基で置換された
Ｃ６Ｈ５、カルバモイル、カルボキシル、Ｃ２～Ｃ４アシル、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｒ７

およびＲ８が以下に定義されているＮＲ７Ｒ８、およびＣ１～Ｃ４アルコキシ、例えばメ
トキシまたはエトキシの基からの１個以上の置換基、例えば１、２、３もしくは４個の置
換基で置換することが可能であり、または前記アルキル基およびアルケニル基は、過フッ
素化または部分フッ素化することが可能である。）を有し、
　または、次式（Ｉｂ）の定義を有し、
　　　－［Ｘ－Ｙ］ｈ－Ｒ８　　　（Ｉｂ）
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｛式中、
ｈは、０から１００、好ましくは０から２０の数であり、特に０、１、２、３、４もしく
は５が好ましく、
Ｘは、Ｃ２～Ｃ６アルキレン基、Ｃ５～Ｃ７シクロアルキレン基、またはこれらの基の組
合せであり、これら基は、１から４個のＣ１～Ｃ４アルキル基、ヒドロキシル基、Ｃ１～
Ｃ４アルコキシ基、（Ｃ１～Ｃ４）－ヒドロキシアルキル基によって、および／または１
から２個のさらなるＣ５～Ｃ７シクロアルキル基で置換することが可能であり、ｈ＞１で
ある場合には、Ｘは、指定した定義の組合せも可能であり、
Ｙは、－０－または
【００１１】
【化５】

基、または基－ＮＲ７－であり、あるいはｈ＞１である場合には、Ｙは、指定した定義の
組合せも可能である｝
　Ｒ７およびＲ８は、互いに独立に、水素原子、置換もしくは非置換、または部分フッ素
化もしくは過フッ素化、分枝もしくは非分枝Ｃ１～Ｃ２０アルキル基、置換もしくは非置
換Ｃ５～Ｃ８シクロアルキル基、または置換もしくは非置換、または部分フッ素化もしく
は過フッ素化Ｃ２～Ｃ２０アルケニル基であり、置換基は、ヒドロキシル、フェニル、シ
アノ、塩素、臭素、アミノ、Ｃ２～Ｃ４アシルまたはアルコキシが可能であり、数は１か
ら４個が好ましく、
　または、
　Ｒ７およびＲ８は、ＮＲ７の窒素原子と一緒になって、所望するならば１または２個の
さらなる窒素、酸素または硫黄原子、またはカルボニル基を環中に含む、飽和、不飽和ま
たは芳香族複素５から７員環（所望ならば、これらはＯＨ、ＮＨ２、フェニル、ＣＮ、Ｃ
ｌ、Ｂｒ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ、Ｃ２～Ｃ４アシル、およびカル
バモイルの群からの１、２または３個の基で置換されており、所望ならば１もしくは２個
の、ベンゾ縮合した飽和、不飽和または芳香族、環状炭素環または複素環を担持する。）
を形成し、
　または、Ｒ９およびＲ１０は、アンモニウムイオンの窒素原子と一緒になって、５から
７員飽和または不飽和環系を形成することができ、（これは、所望ならばＯ、ＳおよびＮ
またはカルボニル基からのさらなるヘテロ原子を追加して含み、所望ならば１から２個の
縮合された飽和、不飽和または芳香族、環状炭素環または複素環を担持する。）
　この環系および縮合された環は、適当な場合には、ＯＨ、ＮＨ２、フェニル、ＣＮ、Ｃ
ｌ、Ｂｒ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１～Ｃ４アルコキシ、Ｃ２～Ｃ４アシル、およびカル
バモイルの群からの、例えばピロリドン、イミダゾリジン、ヘキサメチレンイミン、ピペ
リジン、ピペラジンまたはモルホリンタイプの群からの１、２もしくは３個の基で置換す
ることができ、
　または、Ｒ９、Ｒ１０およびＲ１１は、アンモニウムイオンの窒素原子と一緒になって
、５から７員芳香族環系を形成し、これはまた、所望ならばＯ、ＳおよびＮまたはカルボ
ニル基からのさらなるヘテロ原子を含み、所望ならば１から２個の縮合された飽和、不飽
和または芳香族、環状炭素環または複素環を担持し、この環系および縮合された環は、適
当な場合には、ＯＨ、ＮＨ２、フェニル、ＣＮ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ１

～Ｃ４アルコキシ、Ｃ２～Ｃ４アシル、およびカルバモイルの群、例えばピロール、イミ
ダゾール、ピリジン、ピコリン、ピラジン、キノリンまたはイソキノリンタイプの群から
の１、２または３個の基で置換することが可能である。］
のイオンである。
【００１２】
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　さらに適切に置換されたアンモニウムは、次式（Ｉｃ）
【００１３】
【化６】

［式中、
Ｒ１５、Ｒ１６、Ｒ１７およびＲ１８は、互いに独立に、水素または次式（Ｉｄ）の（ポ
リ）アルキレンオキシ基であり、
　　　－［（ＣＨ（Ｒ８０）－）ｊＯ］ｋ－Ｒ８１　　　　（Ｉｄ）
ｊは、２または３の数であり、ｋは１から１００の数であり、基Ｒ８０は水素、Ｃ１～Ｃ

４アルキルまたは、ｋ＞１である場合には、それらの組合せであり、および基Ｒ８１は水
素、Ｃ１～Ｃ４アルキルまたは基－（ＣＨ（Ｒ８２）－）ｉＮＨ２であり、ｉは数２また
は３であり、および基Ｒ８２は水素、Ｃ１～Ｃ４アルキルまたはそれらの組合せであり；
ｑは、１から１０、好ましくは１、２、３、４もしくは５の数であり；
ｐは、ｐ≦ｑ＋１であって、１から５の数であり、
Ａ２０は、分枝または非分枝Ｃ２～Ｃ６アルキレン基、またはＡ２０は、ｑが＞１である
場合には、分枝または非分枝Ｃ２～Ｃ６アルキレン基の組合せであることもできる。］
のアンモニウムイオンの１／ｐ当量である。
【００１４】
　さらに適切に置換されたアンモニウムイオンとして、ポリアミノアミドまたはポリアミ
ノ化合物から得られ、アミン指数がポリアミノアミド１ｇ当たり１００から８００ｍｇＫ
ＯＨの間であるような反応性ポリアミノ基の部分を有するアンモニウムイオンがあり、例
えばＤＥ－Ａ－２７３９７７５に開示されているとおりである。
【００１５】
　さらに適切に置換されたアンモニウムイオンは、平均分子量５００から２５０００００
を有し、水中またはＣ１～Ｃ４アルコール中に可溶性である高分子アンモニウム塩のカチ
オンであり、これは、例えばＤＥ－Ａ－４２１４８６８に開示されている。
【００１６】
　さらに適切な置換アンモニウムイオンは、次式（ＩＩＩ）
【００１７】

【化７】

［式中、
Ｒ４０は、Ｃ６～Ｃ３０アルキル、好ましくは直鎖Ｃ８～Ｃ２０アルキル、またはＣ６～
Ｃ３０アルケニル、好ましくは直鎖であり、
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Ｒ４１は、自由原子価、水素、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルケニル、Ｃ３～
Ｃ３０シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリールまたはＣ７～Ｃ３８アラルキルであり、
Ｒ４２、Ｒ４３およびＲ４５は、同一または異なっており、Ｃ１～Ｃ６アルキル、好まし
くはメチル、Ｃ３～Ｃ３０シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリールまたはＣ７～Ｃ３８ア
ラルキルであり、
Ｒ４４は、自由原子価、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、好ましくはメチル、Ｃ３～Ｃ３０シ
クロアルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリールまたはＣ７～Ｃ３８アラルキルであり、但し、Ｒ４

１およびＲ４４は、同時には自由原子価ではなく、
ｒは、数２であり、または、Ｒ４１またはＲ４４が自由原子価である場合は、数１であり
、
Ａ１０は、Ｃ１～Ｃ１２アルキレンまたはＣ２～Ｃ１４アルケニレンであり、好ましくは
２、３または４個の炭素原子、特に３個を含み、
または
Ｒ４１およびＲ４３は、これらが結合している２個の窒素原子およびＡ１０と一緒になっ
て、環、好ましくはピペラジニル環を形成し、
および／または
Ｒ４４およびＲ４５は、これらが結合している窒素と一緒になって、環、好ましくはピペ
リジニル、モルホリニル、ピペラジニルまたはＮ－（Ｃ１～Ｃ６アルキル）ピペラジニル
環
を形成する。］
のジアミン由来のアンモニウムイオンの１／ｒ当量であり、例えばＷＯ　０１／１４４７
９に開示されているとおりである。
【００１８】
　Ｒ４０からＲ４５の定義において指定されている基は、好ましくは非置換またはＯＨ、
Ｃ１～Ｃ６アルキル、好ましくはメチル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ＣＮ、およびハロゲン
、特に塩素または臭素の群からの置換基で置換される。アリールは、好ましくはフェニル
であり、アラルキルは好ましくはベンジルまたは２－フェニルエチルであり、およびシク
ロアルキルは、好ましくはシクロペンチルまたはシクロヘキシルである。
【００１９】
　式（ＩＩＩ）の好ましいイオンは、Ｒ４１およびＲ４４が、水素、およびＲ４２、Ｒ４

３およびＲ４５がメチルであるイオンであり、Ｒ４１からＲ４５がメチルであるイオンが
特に好ましい。その他、ヤシ油、コーンオイル、穀物油、魚油、または鯨油、特に牛脂か
らなどの天然油および脂肪のアミンから得られる式（ＩＩＩ）のこれらイオンが好ましい
。
【００２０】
　さらに、特に興味があるのは、式（Ｉ）の顔料分散剤において、Ｅ＋が、定義Ｈ＋を有
するもの；
または当量Ｍｍ＋／ｍの場合に、金属カチオンＭｍ＋が定義Ｎａ＋、Ｃａ２＋、Ｍｇ２＋

、Ｓｒ２＋、Ｂａ２＋、Ｍｎ２＋またはＡｌ３＋を有するもの；
またはＥ＋が、牛脂、ヤシ油、コーンオイル、穀物油、魚油または鯨油などの油および脂
肪から得られたプロトン化された第三級アミンであり、例えばトリイソオクチルアミン、
ジメチル牛脂アミン、ジメチルソーヤアミン、ジメチルオクタデシルアミンまたは水素化
モノメチル－ジ（牛脂アミン）または脂肪アミンのアルコキシル化誘導体（牛脂アルキル
ジ（２－ヒドロキシエチル）アミンポリオキシエチレン（５）牛脂アミン、ポリオキシエ
チレン（８）オレイルアミン、Ｎ，Ｎ´，Ｎ´－トリス（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－
牛脂－１，３－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ´，Ｎ´－ポリオキシエチレン（１２）－Ｎ－
牛脂－１，３－ジアミノプロパンなどの）であるもの、
またはＥ＋が好ましくはアルコキシル化脂肪アミンまたは、例えばメチル化によってまた
は塩化ベンジルとの反応によってなど、上記油および脂肪から得られるアミンであり、お
よび例えば、ステアリルベンジル－またはココアルキル－ジメチル－ベンジルアンモニウ
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デシル－またはセチルトリメチルアンモニウム、ジ－水素化牛脂アルキル－、ジココアル
キル－またはジステアリルジメチルアンモニウム、オレイル－またはココ－ジ（２－ヒド
ロキシエチル）メチルアンモニウム、水素化ポリオキシエチレン（１５）牛脂メチルアン
モニウム、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’，Ｎ’－ペンタメチル－Ｎ－牛脂－１，３－プロパンジア
ンモニウム、ペルメチル化Ｎ－ステアリルジエチレントリアミン、ペルメチル化Ｎ－ステ
アリルトリエチレンテトラアミン、Ｎ－（３－ドデシルオキシ－２－ヒドロキシプロピル
）オクタデシルジメチルアンモニウム、メチルトリ（２－オクチル）アンモニウム、Ｎ，
Ｎ－ジ（β－ステアロイルエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム、ラウリルピリジニ
ウム、２－ヒドロキシ－［５－クロロ－、５－イソオクチル－、５－ｔ－ブチル－または
ｎ－ノニル－］１，３－キシリレン－ビスピリジニウム、２－メトキシ－５－イソオクチ
ル－１，３－キシリレン－ビスピリジニウム、２－ヒドロキシ－５－イソオクチル－１，
３－キシリレンビスキノリニウム、２－ヒドロキシ－５－イソオクチル－１，３－キシリ
レン－ビスイソキノリニウムまたはベヘニルトリメチルアンモニウム
であるもの、
またはＥ＋が、ヘキサデシルトリブチルホスホニウム、エチルトリオクチルホスホニウム
またはテトラブチルホスホニウムなどのホスホニウムイオンであるもの、
であり、使用した第四級アンモニウム化合物またはホスホニウム化合物の本来のアニオン
は、例えばハライド、スルフェート、アルコキシスルフェートまたはアルコキシホスフェ
ートであることが可能である。
【００２１】
　さらに、特に興味があるのは、式（Ｉ）の顔料分散剤において、アンモニウムイオンＮ
＋Ｒ９Ｒ１０Ｒ１１Ｒ１２の親アミンが、第一級およぼ第二級アミン、特に第一級および
第二級アミンと、天然に生成する油および脂肪（牛脂、ヤシ油、コーンオイル、穀物油、
魚油、または鯨油または木材樹脂などの）の、場合によって混合炭化水素基との混合物で
あり、特定の例には、アンモニア、メチルアミン、トリエチルアミン、ブチルアミン、ジ
ブチルアミン、トリブチルアミン、ヘキシルアミン、ドデシルアミン、ステアリルアミン
、ジエチルアミン、ジ－ｎ－ブチルアミン、エチレンジアミン、アニリン、Ｎ－メチルア
ニリン、ベンジルアミン、フェニルエチルアミン、シクロヘキシルアミノエチルアミン、
２－シクロヘキシルアミノプロピルアミン、３－ステアリルアミノプロピルアミン、２－
ジメチルアミノエチルアミン、２－ジエチルアミノエチルアミン、２－ジプロピルアミノ
エチルアミン、２－ジブチルアミノエチルアミン、３－ジメチルアミノプロピルアミン、
３－ジエチルアミノプロピルアミン、３－シクロヘキシルアミノプロピルアミン、Ｎ－メ
チルピペラジン、Ｎ－アミノプロピルモルホリン、Ｎ－アミノエチルピペリジン、Ｎ－ア
ミノエチルピロリジン、Ｎ－アミノプロピルピペコリン、４－ジエチルアミノ－１－メチ
ルブチル－１－アミン、ラウリルアミン、ココアミンまたは牛脂アミン、ラウリル－、オ
レイル－または牛脂プロピレンジアミン、牛脂ジプロピレントリアミン、牛脂トリプロピ
レンテトラアミン、１，１，３，３－テトラメチルブチルアミン、三級Ｃ１６－Ｃ２２ア
ルキル基を有する一級アミン、Ｎ，Ｎ－ビスアミノプロピル牛脂アミン、２－エチルヘキ
ソキシプロピルアミンまたはデヒドロアビエチルアミンが含まれる。
【００２２】
　次式（ＩＶ）
【００２３】
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【化８】

および次式（Ｖ）
【００２４】

【化９】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＥ＋は上記に定義されたとおりであ
る。］の１種以上の顔料分散剤を使用することが好ましい。
【００２５】
　使用される式（Ｉ）の顔料分散剤は、特にＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　６
１、６１：１、６２、６２：１、１６８、１６９および１９１：１の群からのものである
。
【００２６】
　式（Ｉ）の顔料分散剤は、対応する互変異性形態において存在することができ、したが
って、式（Ｉ）、（ＩＶ）、および（Ｖ）も互変異性形態を包含する。
【００２７】
　本発明の目的のための好ましい顔料調製物は、
ａ）Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ７４を５０重量％から９９．９重量％、好ましくは６
０重量％から９９．５重量％、特に好ましくは６５重量％から９９重量％、
ｂ）式（Ｉ）の顔料分散剤１、２、３、４、５または６種、好ましくは１、２、３または
４種、特に１または２種を０．１重量％から２５重量％、好ましくは０．５重量％から１
５重量％、特に好ましくは１重量％から１０重量％、
ｃ）助剤を０から２５％、好ましくは０から１５％含み、
　それぞれの成分の割合は、調製物の総重量（１００重量％）に基づく。
【００２８】
　適切な助剤には、界面活性剤、非着色性分散剤および着色性分散剤、充填剤、標準化剤
、樹脂、ワックス、脱泡剤、ダスト防止剤、増量剤、帯電防止剤、調色着色剤、防腐剤、
乾燥遅延剤、レオロジー制御添加剤、湿潤剤、抗酸化剤、ＵＶ吸収剤、光安定剤、または
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それらの組合せが含まれる。それぞれの場合に、本発明によって使用されるＣ．Ｉ．Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４の総量に基づいて、調色成分は、一般に、１０重量％ま
での量において、助剤は４０重量％までの量において使用される。しかし、例外的な場合
には、より多い量が存在してもよい。
【００２９】
　本発明の顔料調製物は、種々な方法によって調製することができ、例えば、ベース顔料
および顔料分散剤を、別に合成した後、互いに接触させることによって、または顔料分散
剤およびベース顔料を一緒に合成することによって調製することができる。
【００３０】
　式（Ｉ）の顔料分散剤およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４は、アゾカ
ップリングにより、当分野の技術者に知られた方法によって調製することができ、アゾカ
ップリングにおいては、対応するアミンをジアゾ化し、対応するアセトアセタニリドカッ
プリング剤と結合させる。式（Ｉ）の顔料分散剤の場合には、顔料分散剤の遊離酸または
比較的容易に溶解する塩を、一般にアゾカップリングによって調製し、望ましい場合には
、引き続きレーキ化して、より溶解性の低い塩を形成する。レーキ化は、完全に進行させ
る必要はないので、顔料調製物中に式（Ｉ）の２つ以上の異なる顔料分散剤が存在するこ
とが可能である。
【００３１】
　ベース顔料への顔料分散剤の添加は、ベース顔料の調製プロセスのどの点においても、
および種々の形態において実施することができる。例えば、顔料分散剤を、懸濁液として
、また水湿潤プレスケーキとして、ベース顔料の懸濁液に添加することができる。ベース
顔料と顔料分散剤の水湿潤プレスケーキは、例えば対応する装置中で混合することができ
、または顆粒または粉体の形態におけるなど、乾燥形態において互いに混合される。例え
ば、ベース顔料が単離される前の顔料分散剤の添加は、ベース顔料懸濁液が熱処理にかけ
られる前または後に、実施することもできる。
【００３２】
　合体した合成の場合には、アゾカップリングは、原則としてバッチ式で、直接的または
間接的に、すなわちカップリング剤にジアゾニウム塩を添加することによって、またはそ
の逆によって実施することができ、さもなければ、混合ノズル、マイクロ反応器またはマ
イクロジェット反応器を使用して、ジアゾニウム塩およびカップリング成分を、同時に連
続的に供給することによる連続手順を選択することが可能である。
【００３３】
　ジアゾニウム塩ならびにカップリング成分は、溶液において、または懸濁液として使用
することができ、間接カップリングの場合には、固体形態におけるカップリング成分が、
さらに可能性がある。
【００３４】
　ベース顔料および顔料分散剤のアミン成分は、一緒にまたは別々にジアゾ化することが
できる。直接カップリングの場合には、ジアゾニウム塩は別々に、または一緒に混合物と
して添加することができ、または間接カップリングの場合には、ジアゾニウム塩を、初期
仕込みとして一緒に導入することができる。直接カップリングの場合には、ベース顔料と
顔料分散剤のカップリング成分は、一緒に存在することができ、また間接カップリングの
場合には、それらは一緒に、または別々に添加することができる。
【００３５】
　また、第１に、１つの成分（ベース顔料または顔料分散剤）を調製して、この第１の成
分の懸濁液の存在下で、第２の成分のアゾカップリングを実施することも可能である。
【００３６】
　ベース顔料は、カップリング成分の新たに沈殿された懸濁液に、溶液または懸濁形態に
おいて、ジアゾニウム塩を添加することにより直接カップリングによって好ましくは調製
され、顔料分散剤を、湿潤プレスケーキとして、または乾燥粉体としてベース顔料の既調
製カップリング懸濁液に添加する。
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【００３７】
　２種以上、例えば６種までの、好ましくは４種までの顔料分散剤を含む顔料調製物も可
能である。
【００３８】
　顔料分散剤をより容易に溶解できる形態、例えばナトリウム塩から、より溶解し難にく
い形態、例えばカルシウム塩またはアミン塩に転化することは、一般に、顔料分散剤のよ
り容易に溶解できる形態が、アゾカップリングによって調製された後に、対応する窒素含
有化合物または無機塩を添加することによって実施される。
【００３９】
　例えば、長鎖アミンオキシドおよびホスフィンオキシドなどの通常のカップリング促進
剤の存在において、カップリングを実施することが有利でありうる。また、カップリング
生成物の調製のために、水性－有機または純粋な有機媒体中のカップリングを行うことが
できる。時間、温度、ｐＨ、緩衝液、溶剤または界面活性剤の使用などのアゾカップリン
グにおいて本質的なプロセスパラメーターは、文献から当分野の技術者には知られている
。
【００４０】
　所望の性能特性、特に彩色特性を実現するためには、ベース顔料のカップリング懸濁液
を、最終単離の前に熱処理にかけることが多分必要であり、これは、顔料分散剤の存在ま
たは存在しない状態で実施することができる。また、この目的で、予備顔料の単離された
湿潤プレスケーキを、再び液体媒体に分散することができる。また、適切な液体媒体は、
カップリング液体および水の他に、有機溶剤、または水および有機溶剤の混合物を含み、
この場合、用途に特定の結晶同質異像および／または結晶形態、および／または粒径分布
を生成するために、水および有機溶剤は、室温でも任意の他の温度でも互いに完全に混合
しうる必要はない。熱処理の場合、例えば５０から２００℃の温度で行うことができる。
適切な有機溶剤には、以下が含まれる：１～１０個の炭素原子を有するアルコール、グリ
コール、ポリグリコール、エーテル、グリコールエーテル、ポリエチレングリコールモノ
メチルエーテル、ポリエチレングリコールジメチルエーテル、ケトン、脂肪族酸アミド、
尿素誘導体、環式カルボキサミド、ニトリル、脂肪族または芳香族アミン、場合によって
ハロゲン化脂肪族炭化水素、場合によってアルキル、アルコキシ、ニトロ、シアノ、また
はハロゲン置換芳香族炭化水素、芳香族ヘテロ環、スルホン、およびスルホキシド、およ
びこれらの有機溶剤の混合物。好ましい溶剤は、Ｃ１～Ｃ６アルコール、特にメタノール
、エタノール、ｎ－およびイソプロパノール、イソブタノール、ｎ－およびｔｅｒｔ－ブ
タノール、およびｔｅｒｔ－アミルアルコール；Ｃ３～Ｃ６ケトン、特にアセトン、メチ
ルエチルケトンまたはジエチルケトン；テトラヒドロフラン、ジオキサン、エチレングリ
コール、ジエチレングリコールまたはエチレングリコールＣ３～Ｃ５アルキルエーテル、
特に２－メトキシエタノール、２－エトキシエタノール、ブチルグリコール、トルエン、
キシレン、エチルベンゼン、クロロベンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、Ｎ，Ｎ－ジメチル
アセタミド、Ｎ－メチルピロリドン、ジメチルスルホキシドまたはスルホランである。
【００４１】
　助剤は、一度に、または２つ以上の部分において、任意の所望の時点で添加することが
できる。例えば、これらは、カップリング直前、仕上げ前、または仕上げ直後、さもなけ
れば、乾燥状態において混合することによって添加することができる。
【００４２】
　適切な界面活性剤には、アニオン、またはアニオン活性、カチオン、またはカチオン活
性、およびノニオンまたは両性の物質、またはこれら試薬の混合物が含まれる。
【００４３】
　適切なアニオン物質には、脂肪酸タウライド、脂肪酸Ｎ－メチルタウライド、脂肪酸イ
ソチオネート、アルキルフェニルスルホネート（例は、ドデシルベンゼンスルホン酸、ア
ルキルナフタレンスルホネート）、アルキルフェノールポリグリコールエーテルスルフェ
ート、脂肪アルコールポリグリコールエーテルスルフェート、脂肪酸アミドポリグリコー
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ルエーテルスルフェート、アルキルスルホスクシナメート、アルケニルスクシニックモノ
エステル、脂肪アルコールポリグリコールエーテルスルホスクシナメート、アルカンスル
ホネート、脂肪酸グルタメート、アルキルスルホスクシメート、脂肪酸サルコサイド；脂
肪酸（例は、パルミチン、ステアリンおよびオレイン酸）；これらアニオン物質の塩およ
び石鹸、例は、脂肪酸、ナフテン酸および樹脂酸のアルカリ金属塩、例えばアビエチン酸
、アルカリ可溶樹脂、例えばロジン変性マレイン樹脂、および塩化シアヌール酸をベース
とする縮合生成物、タウリン、Ｎ，Ｎ’－ジエチルアミノプロピルアミンおよびｐ－フェ
ニレンジアミンが含まれる。樹脂石鹸、すなわち、樹脂酸のアルカリ金属塩が好ましい。
【００４４】
　適切なカチオン物質の例には、第四級アンモニウム塩、脂肪アミンオキサルキレート、
ポリオキシアルキレンアミン、オキサルキレート化ポリアミド、脂肪アミンポリグリコー
ルエーテル、第一級、第二級もしくは第三級アミン（例は、アルキルアミン、シクロアル
キルアミンまたは環化アルキルアミン、特に脂肪アミン、ジアミンおよび脂肪アミンまた
は脂肪アルコールから得られたポリアミン）、および前記アミンのオキサルキレート、脂
肪酸から得られたイミダゾリン、ポリアミノアミドまたはポリアミノ化合物、１ｇ当たり
、ＫＯＨ　１００から８００ｍｇの間のアミン指数を有するポリアミノアミドまたはポリ
アミノ化合物または樹脂、および例えばアセタートまたはクロリドなどのこれらカチオン
物質の塩が含まれる。
【００４５】
　適切なノニオン物質および両性物質の例には、脂肪アミンカルボキシグリシネート、ア
ミンオキシド、脂肪アルコールポリグリコールエーテル、脂肪酸ポリグリコールエステル
、脂肪酸アミドＮ－プロピルベタインなどのベタイン、脂肪族および芳香族アルコールの
ホスホリックエステル、脂肪アルコールまたは脂肪アルコールポリグリコールエーテル、
脂肪酸アミドエトキシレート、脂肪アルコール－アルキレンオキシド付加物およびアルキ
ルフェニルポリグリコールエーテルが含まれる。
【００４６】
　非顔料性分散剤とは、構造的に有機顔料から得られたのではない物質を意味する。非顔
料性分散剤は、顔料の実際の調製の間か、またしばしば着色するべき適用媒体中への顔料
の組込みの間に、分散剤として添加される：例えば、ワニスまたは印刷インクの調製の間
、対応するバインダー中に顔料を分散することによって。バインダーは、高分子物質であ
ってよく、例には、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリエーテル、ポリアミド、ポリイ
ミド、ポリアクリレート、ポリイソシアナート、それらのブロックコポリマー、対応する
モノマーのコポリマー、または異なるクラスからの少数のモノマーで変性された１つのク
ラスのポリマーである。これらの高分子物質は、極性アンカー基（例えば、ヒドロキシ、
アミノ、イミノおよびアンモニウム基、カルボン酸およびカルボキシレート基、スルホン
酸およびスルホネート基、またはホスホン酸およびホスホネート基）を担持し、ならびに
芳香族、非顔料性物質で変性することができる。さらにまた、非顔料性分散剤は、官能基
により化学的に変性された、有機顔料からは得られない芳香族物質であってよい。この種
の非顔料性分散剤は、当分野の技術者には知られており、いくつかの場合には、市販され
ている（例えば、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ（（登録商標）、Ａｖｅｃｉａ；Ｄｉｓｐｅｒｂｙ
ｋ（登録商標）、Ｂｙｋ－Ｃｈｅｍｉｅ；Ｅｆｋａ（登録商標）、Ｅｆｋａ）。原則とし
て、記述された任意の所望の他の物質も使用することができ、代表して多数のタイプを以
下に挙げるが、例は、イソシアナートと、アルコール、ジオールまたはポリオール、アミ
ノアルコールまたはジアミンまたはポリアミンとの縮合生成物、ヒドロキシカルボン酸の
ポリマー、オレフィンモノマーまたはビニルモノマーとエチレン性不飽和カルボン酸およ
びカルボン酸エステルのコポリマー、エチレン性不飽和モノマーのウレタン含有ポリマー
、ウレタン変性ポリエステル、シアヌールハライドをベースとする縮合生成物、ニトロキ
シ化合物を含有するポリマー、ポリエステルアミド、変性ポリアミド、変性アクリルポリ
マー、ポリエステルおよびアクリルポリマーを含む櫛状構造を有する分散剤、燐酸エステ
ル、トリアジン由来のポリマー、変性ポリエーテル、または芳香族非顔料性物質から得ら
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れた分散剤である。これらの親構造は、多くの場合に、例えば官能基を担持するさらなる
物質との反応によって、または塩形成によってさらに変性される。
【００４７】
　顔料性分散剤とは、有機顔料親構造から得られる顔料分散剤を意味し、前記親構造を化
学的に変性することによって調製され、例は、サッカリン含有顔料分散剤、ピペリジル含
有顔料分散剤、ナフタレンまたはペリレン由来の顔料分散剤、顔料親構造、ポリマーによ
り化学的に変性された顔料親構造にメチレン基を介して結合している官能基を有する顔料
分散剤、スルホ酸、スルホンアミドまたはスルホ酸エステル基を含む顔料分散剤、エーテ
ルまたはチオエーテル基を含量する顔料分散剤、カルボン酸、カルボンエステルまたはカ
ルボキサミド基を含量する顔料分散剤である。
【００４８】
　助剤として使用される非顔料性および顔料性分散剤、界面活性剤または樹脂のアニオン
基も、例えばＣａ、Ｍｇ、Ｂａ、Ｓｒ、ＭｎまたはＡｌイオンを使用するか、第四級アン
モニウムイオンを使用して、レーキ化することができる。これは、仕上げの前または後に
行うことができる。
【００４９】
　充填剤および／または増量剤とは、ＤＩＮ５５９４３およびＤＩＮ　ＥＮ９７１－１に
よる多様な物質を意味し、例は、種々のタイプのタルク、カオリン、マイカ、ドロマイト
、リム、硫酸バリウムまたは二酸化チタンである。この状況において、乾燥顔料調製物の
微粉砕の前に添加を行うことが、特に適当であることが分かった。
【００５０】
　本発明の顔料調製物は、好ましくは水性プレスケーキとしてまたは湿潤顆粒として使用
することができるが、一般に、易流動性の、粉状の、または顆粒の固体系を含む。
【００５１】
　本発明の顔料調製物は、水性バインダー系（水性ワニス系、水性塗料、および特に水性
印刷インク系など）、および新規な着色系（電子写真トナー、および展色剤、インク、特
にインクジェットインク、エレクトレット材料、カラーフィルター、および粉体コーティ
ング材料などの）を顔料着色するために使用することができる。これらの系は、高分子量
有機材料を含む。顔料化される高分子量有機材料に基づいて、本発明の顔料調製物は、０
．０５から３０重量％、好ましくは０．１重量％から１５重量％の量において使用される
。本発明の意味において、水性バインダー系は、水を含み、および／または水で希釈でき
る。
【００５２】
　水性バインダー系は、本発明の顔料組成物で顔料着色することができる高分子量有機材
料を含む。例えば、これらは、セルロース化合物（エチルセルロース、ニトロセルロース
、酢酸セルロース、酪酸セルロースなどのセルロースエーテルおよびセルロースエステル
など）、例えば天然バインダーなど、合成樹脂（例えばポリ縮合物、ポリ付加物、付加ポ
リマーおよびコポリマー、例えばアミノ樹脂、特に、尿素およびメラミンホルムアルデヒ
ド樹脂、アルキド樹脂、アクリル樹脂、尿素樹脂、ポリビニル（ポリビニルアルコール、
ポリビニルアセタール、ポリ酢酸ビニルまたはポリビニルエーテルなど）、ポリカーボネ
ート、ポリオレフィン（ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリプロピレン
など）、ポリ（メタ）アクリレートおよびそのコポリマー（ポリアクリル系エステルなど
）、またはポリアクリロニトリル、ポリアミド、ポリエステル、ポリウレタン、エポキシ
樹脂、異なる硬化機作を有する不飽和合成樹脂（ポリエステル、アクリレート）、ワック
ス、カゼイン、シリコーンおよびシリコーン樹脂；個々に、または混合物においてである
。
【００５３】
　上記の高分子量有機化合物が、液体または分散液の形態において存在するかどうかは、
重要ではない。意図する用途に応じて、本発明の顔料調製物を、ブレンドの形態において
、または調製された生成物または分散液の形態において利用することが有利であることが
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分かる。
【００５４】
　また、本発明の顔料調製物は、例えば１または２成分粉体トナー（１または２成分展色
剤とも呼ばれる。）、磁気トナー、液体トナー、ラテックストナー、重合トナー、および
特殊トナーなど、電子写真トナーおよび展色剤における着色剤として使用に適する。典型
的トナーバインダーは、付加重合樹脂、重付加樹脂およびポリ縮合樹脂（スチレン、スチ
レン－アクリレート、スチレン－ブタジエン、アクリレート、ポリエステル、フェノール
－エポキシ樹脂、ポリスルホン、ポリウレタンなど、個々にまたは組み合わせて）、なら
びにポリエチレン、およびポリプロピレンであり、また、バインダーは、電荷制御剤、ワ
ックス、または流動助剤などのさらなる成分を含むことができ、または引き続いて、これ
らの添加された成分により変性することができる。
【００５５】
　本発明の顔料調製物は、さらに粉体コーティング材料における、特に摩擦電気的に、ま
たは界面動電的に噴霧可能な粉体コーティング材料における着色剤として使用に適し、粉
体コーティング材料は、例えば金属、木材、プラスチック、ガラス、セラミック、コンク
リート、織物材料、紙、またはゴムから作製された物品の表面をコートするために使用さ
れる。粉体コーティング樹脂として、一般にエポキシ樹脂、カルボニルおよびヒドロキシ
ル含有ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹脂、およびアクリル樹脂が、通常の硬化剤と一
緒に利用される。樹脂の組合せも使用される。例えば、エポキシ樹脂は、しばしばカルボ
ニルおよびヒドロキシル含有ポリエステル樹脂と組み合わせて使用される。典型的硬化剤
（樹脂系による）は、例えば酸無水物、イミダゾール、ならびにジシアンジアミドおよび
その誘導体、マスクされたイソシアネート、ビスアシルウレタン、フェノール樹脂、およ
びメラミン樹脂、トリグリシジルイソシアヌレート、オキサゾリン、およびジカルボン酸
である。
【００５６】
　本発明は、印刷インクのための、特にインクジェットインクのための着色剤として記述
された顔料調製物の使用を、さらに提供する。インクジェットインクとは、水性インク（
マイクロエマルジョンインクを含む）のみならず、非水性（「溶剤ベース」）インク、Ｕ
Ｖ硬化性インク、およびホットメルトプロセスにより操作するインクを意味する。
【００５７】
　溶剤ベースのインクジェットインクは、本質的に０．５～３０重量％、好ましくは１～
５重量％の本発明の顔料調製物、７０重量％から９５重量％の有機溶剤または溶剤混合物
および／またはヒドロトロープ化合物を含む。適当な場合には、溶剤ベースのインクジェ
ットインクは、「溶剤」に可溶な担体材料およびバインダー（ポリオレフィン、天然およ
び合成ゴム、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル／酢酸ビニルコポリマー、ビニルブチラール、
ワックス／ラテックス系、またはこれら化合物の組合せなどの）を含むことができる。溶
剤ベースのインクジェットインクは、適当な場合には、例えば、湿潤剤、ガス抜き剤／脱
泡剤、防腐剤、抗酸化剤などの他の添加剤を、さらに含むことができる。
【００５８】
　マイクロエマルジョンインクは、有機溶剤、水、および場合によって、界面媒介物（界
面活性剤）として作用する他の物質をベースとする。マイクロエマルジョンインクは、本
発明の顔料調製物０．５から３０重量％、好ましくは１から１５重量％、水の０．５から
９５重量％および有機溶剤および／または界面媒介物０．５から９５重量％を含む。
【００５９】
　ＵＶ硬化性インクは、本質的に、本発明の顔料調製物０．５から３０重量％、水０．５
から９５重量％、有機溶剤または溶剤混合物０．５から９５重量％、照射硬化性バインダ
ー０．５から５０重量％、望ましい場合には光開始剤０から１０重量％を含む。ホットメ
ルトインクは、通常、室温で固体で、加熱により液化する、ワックス、脂肪酸、脂肪アル
コール、またはスルホンアミドをベースとし、好ましい溶融範囲は、約６０から約１４０
℃の間である。ホットメルトインクジェットインクは、本質的に、ワックス２０から９０
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重量％、および本発明の顔料調製物１から１０重量％からなる。ホットメルトインクジェ
ットインクは、他のポリマー０から２０重量％（「染料溶解剤」）、分散剤０から５重量
％、粘度改質剤０から２０重量％、可塑剤０から２０重量％、粘着性付与剤０から１０重
量％、透明性安定剤０から１０重量％（例えば、ワックスの結晶化を防止する。）、およ
び抗酸化剤０から２重量％からなる。
【００６０】
　本発明の印刷インク、特にインクジェットインクは、着色調製物を、ＵＶ硬化性インク
の調製に対してはマイクロエマルジョン媒体または非水性媒体または前記媒体中に、ホッ
トメルトインクジェットインクの調製に対してはワックス中に、分散することによって調
製することができる。インクジェット用途に対しては、得られた印刷インクを引き続いて
、濾過することが適当である（例えば、１μｍフィルターにより）。
【００６１】
　さらにまた、本発明の顔料調製物は、加法的に対して、ならびに減法的発色に対しても
カラーフィルター用着色剤として適し、ならびに電子インク（またはｅ－インク）または
電子紙（ｅ－紙）用着色剤として適する。カラーフィルター、反射ならびに透明カラーフ
ィルターとして知られているものの製造においては、顔料は、ペーストの形態において、
またはそれぞれのＬＣＤ構成部品（例えば、ＴＦＴ－ＬＣＤ－薄膜トランジスタ液晶ディ
スプレー、例えば（Ｓ）ＴＮ－ＬＣＤ－（超）ツイストネマチック－ＬＣＤ）に対する、
適切なバインダー（アクリレート、アクリル酸エステル、ポリイミド、ポリビニルアルコ
ール、エポキシド、ポリエステル、メラミン、ゼラチン、カゼイン）中の顔料着色された
フォトレジストとして適用される。その上、高熱安定性、高顔料純度が、安定なペースト
および／または顔料着色されたフォトレジストに対して不可欠である。さらに、顔料着色
されたカラーフィルターはまた、インクジェット印刷プロセスまたはその他の適切な印刷
プロセスで適用することができる。
【００６２】
　本発明の顔料調製物が、水性印刷インクおよび新規な着色系において使用する場合に、
良好な結果をもたらすことは、驚くべきことであり、予見できなかった。
【００６３】
　印刷部門における顔料調製物の特性を評価するために、多数の知られた水性印刷系の中
から、水性、アクリル樹脂ベースのフレキソ印刷系（ＦＰ）が選択された。
【００６４】
　電子写真トナーの製造において使用するための顔料調製物の適性評価のためには、水性
系における分散性を試験した。このために、水性、ポリ酢酸ビニル（ＰＶＡ）ベースの白
色エマルジョン塗料を選択した。顔料調製物を、水性分散液の形態において、このＰＶＡ
系中に撹拌して入れる。水性分散液は、顔料調製物１７重量％、アニオン分散剤（例えば
、スルフェートまたはスルホネート）１．５重量％、および水８１．５重量％からなり、
および直径０．４から０．６ｍｍを有するセラミックビーズを使用してビーズミリングに
よって調製される。
【００６５】
　色強度および彩度をＤＩＮ５０３３、ＤＩＮ５５９８６、およびＤＩＮ５３２３５によ
って求めた。粘度は、ミルベースを最終顔料濃度に希釈した後、Ｒｏｓｓｍａｎｎ粘度ス
パチュラ（ｖｉｓｃｏｓｐａｔｕｌａ）、エリクセン（Ｅｒｉｃｈｓｅｎ）からのタイプ
３０１を使用して求めた。印刷インクの粘度は、回転粘度計により測定した。光沢測定は
、Ｂｙｋ－Ｍａｌｌｉｎｃｋｒｏｄｔからのマルチグロス光沢計を使用して、ＤＩＮ６７
５３０（ＡＳＴＭＤ　５２３）により、角度２０度で、注型フィルム上で実施した。
【実施例】
【００６６】
　以下の実施例において、部および百分率は、それぞれ重量による。
【００６７】
　（実施例１）
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ａ）ジアゾ成分
　５－ニトロ－２－アミノアニソール８４部を水２１０部および３１％塩酸１３２．２部
中に懸濁させる。懸濁液を氷／水混合物４２０部で０℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナト
リウム溶液８５．２部を添加することによってジアゾ化した。
ｂ）カップリング剤
　水１３４５部および２５％強度水酸化ナトリウム溶液１０４部を使用して、アセトアセ
チル－ｏ－アニシジド１０３．５部を溶解する。ラウリル硫酸ナトリウムの２０％強度水
性溶液３．５部の添加に続いて、溶液を氷の添加によって１０℃に冷却する。カップリン
グ剤を８０％酢酸４８．１部を添加することによって沈殿させる。次いで、水１６８部中
のマレイン酸変性ロジンエステル２０部の溶液および２５％強度水酸化ナトリウム溶液２
７．３部を添加し、８０％酢酸を使用して、ｐＨを９．８に調整する。
ｃ）カップリング
　ジアゾ成分を１時間の内に、カップリング剤に添加する。
ｄ）顔料分散剤および助剤の添加
　８０％酢酸６．４部を含む水５０部に溶解した、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏ
ｗ　６２、３．９部および水素化牛脂アミン３．９部を添加する。次いで、混合物を８０
℃で、１７時間撹拌する。懸濁液を濾過し、プレスケーキを１３０℃で乾燥する。
ｅ）試験
　清澄な色相、高光沢、および高透明性を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系におい
て得られ、印刷インクの粘度は低い。ＰＶＡ系において、純粋な色相の透明着色が得られ
る。これは、良好な分散特性を示している。
【００６８】
　（実施例２）
　Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　６２、３．９部の代わりに、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１６８、３．９部を使用することだけが異なる実施例１を実施
する。
【００６９】
　清澄な色相、高光沢、および高透明性を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系におい
て得られる。印刷インクの粘度は低い。ＰＶＡ系において、純粋な色相の強く着色された
透明着色が得られる。これは、良好な分散特性を示す。
【００７０】
　（実施例３）
　市販の顔料Ｐ．Ｙ．７４、３８０ｇを顔料分散剤Ｐ．Ｙ．６２、２０ｇと、機械的に混
合する。
【００７１】
　以下の表における実施例を実施例３に関するのと同様に実施した。
【００７２】
【表１】
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【００７３】
　実施例３から９の場合、高清澄性、高光沢、および高透明性を有する強く着色された印
刷物が、ＦＰ系において得られ、印刷インクの粘度は低い。
【００７４】
　（実施例１０）
　非レーキ化Ｐ．Ｙ．６２の合成
ａ）ジアゾ成分
　ｏ－ニトロアニリン－ｐ－スルホン酸１０９部を水２１０ｍｌおよび３１％塩酸１１８
ｍｌ中に懸濁させる。懸濁液を氷で４℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液６５
ｍｌでジアゾ化する。
ｂ）カップリング剤
　水１３４５ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液８０ｍｌ、およびアセトアセチ
ル－ｏ－トルイジド９５．５ｇを１時間、混合する。系を氷により１０℃に冷却し、次い
で、カップリング剤を８０％酢酸４５ｍｌで沈殿させる。酢酸を使用して、ｐＨを６．０
に調整する。
ｃ）カップリング
　ジアゾ懸濁液を、カップリング材料の懸濁液の表面下に添加する。カップリング懸濁液
を濾過し、水で洗浄する。これにより、非レーキ化Ｐ．Ｙ．６２の３０％水湿潤プレスケ
ーキが得られる。
【００７５】
　（実施例１１）
ａ）ジアゾ成分
　５－ニトロ－２－アミノアニソール４２部を水１０５部および３１％塩酸５９ｍｌ中に
懸濁させる。懸濁液を氷で０℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液３３ｍｌを添
加することによってジアゾ化する。
ｂ）カップリング剤および顔料分散剤
　水６７２ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液４０ｍｌを使用して、アセトアセ
チル－ｏ－アニシジド５１．７部を溶解する。ラウリル硫酸ナトリウムの３０％強度水性
溶液１．８部の添加に続いて、溶液を氷の添加によって１０℃に冷却する。カップリング
剤を８０％酢酸２２ｍｌを添加することによって沈殿させる。酢酸でｐＨを６から７に調
整する。次いで、水８４ｍｌ中のマレイン酸変性ロジンエステル１０部の溶液および２５
％強度水酸化ナトリウム溶液１０．５ｍｌを添加し、８０％酢酸でｐＨを９．８に調整す
る。
実施例１０にとって生成された非レーキ化Ｐ．Ｙ．６２の３０％水湿潤プレスケーキの３
．２部を添加する。
ｃ）カップリング
　ジアゾ成分を１時間の内に、カップリング剤に添加する。
ｄ）助剤の添加および顔料分散剤のレーキ化
　ココアミン４．８部を添加する。次いで、水３０部に溶解した塩化カルシウム０．３部
を添加する。系を水蒸気で８０℃に加熱し、８０℃で１７時間撹拌する。懸濁液を濾過し
、プレスケーキを１３０℃で乾燥する。
清澄な色相を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系において得られる。印刷インクの粘
度は低い。
【００７６】
　（実施例１２）
ａ）ジアゾ成分および顔料分散剤
　５－ニトロ－２－アミノアニソール４２部を水１０５部および３１％塩酸５９ｍｌ中に
懸濁させる。懸濁液を氷で０℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液３３ｍｌを添
加することによってジアゾ化する。実施例１０により生成された非レーキ化Ｐ．Ｙ．６２
の３０％水湿潤プレスケーキ９．７部を添加する。
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ｂ）カップリング
　水６７２ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液４０ｍｌを使用して、アセトアセ
チル－ｏ－アニシジド５１．７部を溶解する。ラウリル硫酸ナトリウムの３０％強度水性
溶液１．８部の添加に続いて、溶液を氷の添加によって１０℃に冷却する。カップリング
剤を８０％酢酸２２ｍｌを添加することによって沈殿させる。酢酸でｐＨを６から７に調
整する。次いで、水８４ｍｌ中のマレイン酸変性ロジンエステル１０部の溶液および２５
％強度水酸化ナトリウム溶液１０．５ｍｌを添加し、８０％酢酸でｐＨを９．８に調整す
る。
ｃ）カップリング
　ジアゾ成分を１時間の内に、カップリング剤に添加する。
ｄ）助剤の添加および顔料分散剤のレーキ化
　２５－モルエトキシル化Ｃ１６～Ｃ１８脂肪アルコール１．９部および水３０ｍｌに溶
解した塩化バリウム１．６部を添加する。系を水蒸気で８０℃に加熱し、８０℃で１７時
間撹拌する。懸濁液を濾過し、プレスケーキを１３０℃で乾燥する。
【００７７】
　高清澄性、高光沢、および高透明性を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系において
得られ、印刷インクの粘度は低い。
【００７８】
　（実施例１３）
ａ）ジアゾ成分
　５－ニトロ－２－アミノアニソール４２部を水１０５部および３１％塩酸５９ｍｌ中に
懸濁させる。懸濁液を氷で０℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液３３ｍｌを添
加することによってジアゾ化する。
ｂ）カップリングおよび顔料分散剤
　水６７２ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液４０ｍｌを使用して、アセトアセ
チル－ｏ－アニシジド５１．７部を溶解する。実施例１０によって生成された非レーキ化
Ｐ．Ｙ．６２の３０％水湿潤プレスケーキ３．２部を添加する。
【００７９】
　ラウリル硫酸ナトリウムの３０％強度水性溶液１．８部の添加に続いて、溶液を氷の添
加によって１０℃に冷却する。カップリング剤を８０％酢酸２２ｍｌを添加することによ
って沈殿させる。酢酸でｐＨを６から７に調整する。次いで、水８４ｍｌ中のマレイン酸
変性ロジンエステル１０部の溶液および２５％強度水酸化ナトリウム溶液１０．５ｍｌを
添加し、８０％酢酸でｐＨを９．８に調整する。
ｃ）カップリング
　ジアゾ成分を１時間の内に、カップリング剤に添加する。
ｄ）助剤の添加および顔料分散剤のレーキ化
　水１５ｍｌ中に溶解したデヒドロアビエチルアミン２．９部および酢酸１．０ｍｌ、お
よび水１０ｍｌに溶解した塩化ストロンチウム６水和物０．７部を添加する。系を水蒸気
で８０℃に加熱し、８０℃で１７時間撹拌する。懸濁液を濾過し、プレスケーキを１３０
℃で乾燥する。
清澄な色相、高光沢、および高透明性を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系において
得られる。印刷インクの粘度は低い。
【００８０】
　（実施例１４）
ａ）ジアゾ成分
　５－ニトロ－２－アミノアニソール４２部を水１０５部および３１％塩酸５９ｍｌ中に
懸濁させる。懸濁液を氷で０℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液３３ｍｌを添
加することによってジアゾ化する。
ｂ）カップリング剤
　水６７２ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液４０ｍｌを使用して、アセトアセ
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チル－ｏ－アニシジド５１．７部を溶解する。ラウリル硫酸ナトリウムの３０％強度水性
溶液１．８部の添加に続いて、溶液を氷の添加によって１０℃に冷却する。カップリング
剤を８０％酢酸２２ｍｌを添加することによって沈殿させる。酢酸でｐＨを６から７に調
整する。次いで、水８４ｍｌ中のマレイン酸変性ロジンエステル１０部の溶液および２５
％強度水酸化ナトリウム溶液１０．５ｍｌを添加し、８０％酢酸でｐＨを９．８に調整す
る。
ｃ）カップリング
　ジアゾ成分を１時間の内に、カップリング剤に添加する。
ｄ）顔料分散剤および助剤の添加、および顔料分散剤のレーキ化
　実施例１０により生成された非レーキ化Ｐ．Ｙ．６２の３０％水湿潤プレスケーキ１６
．１部を添加する。次いで、水３０部中の、牛脂プロピレンジアミン４．８部および塩化
アルミニウム１．８部を添加する。系を水蒸気で８０℃に加熱し、８０℃で１７時間撹拌
する。懸濁液を濾過し、プレスケーキを１３０℃で乾燥する。
【００８１】
　清澄な色相および高透明性を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系において得られ、
印刷インクの粘度は低い。
【００８２】
　（実施例１５）
ａ）ジアゾ成分
　５－ニトロ－２－アミノアニソール４２部を水１０５部および３１％塩酸５９ｍｌ中に
懸濁させる。懸濁液を氷で０℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液３３ｍｌを添
加することによってジアゾ化する。
ｂ）カップリング剤
　水６７２ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液４０ｍｌを使用して、アセトアセ
チル－ｏ－アニシジド５１．７部を溶解する。ラウリル硫酸ナトリウムの３０％強度水性
溶液１．８部の添加に続いて、溶液を氷の添加によって１０℃に冷却する。カップリング
剤を８０％酢酸２２ｍｌを添加することによって沈殿させる。酢酸でｐＨを６から７に調
整する。次いで、水８４ｍｌ中のマレイン酸変性ロジンエステル１０部の溶液および２５
％強度水酸化ナトリウム溶液１０．５ｍｌを添加し、８０％酢酸でｐＨを９．８に調整す
る。
ｃ）カップリング
　ジアゾ成分を１時間の内に、カップリング剤に添加する。
ｄ）顔料分散剤の添加および顔料分散剤のレーキ化
　実施例１０により生成された非レーキ化Ｐ．Ｙ．６２の３０％水湿潤プレスケーキ６．
４部を添加する。次いで、塩化ココアルキルジメチルベンジルアンモニウム３．１部を添
加する。系を水蒸気で８０℃に加熱し、８０℃で１７時間撹拌する。懸濁液を濾過し、プ
レスケーキを１３０℃で乾燥する。
【００８３】
　清澄な色相、高光沢および高透明性を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系において
得られる。印刷インクの粘度は低い。
【００８４】
　（実施例１６）
　Ｐ．Ｙ．６１の合成
ａ）ジアゾ成分
　ｏ－ニトロアニリン－ｐ－スルホン酸１０９部を、水２１０ｍｌおよび３１％塩酸１１
８ｍｌ中に懸濁させる。懸濁液を氷で４℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液６
５ｍｌを添加することによってジアゾ化する。
ｂ）カップリング剤
　水１３４５ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液８０ｍｌおよび８０％酢酸４５
ｍｌを初期仕込みとして導入し、アセトアセチル－ｏ－アニシジド８８．６ｇ部を振り込
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ｃ）カップリング
　カップリング材料の懸濁液の表面下に、ジアゾ懸濁液を添加する。次いで、懸濁液を３
０分間撹拌し、水１５０ｍｌ中の塩化カルシウム６６．６ｇの溶液を添加し、系を８０℃
に加熱し、１時間撹拌する。カップリング懸濁液を濾過し、プレスケーキを水で洗浄する
。これにより、プレスケーキＰ．Ｙ．６１、３８％が得られる。
【００８５】
　（実施例１７）
ａ）ジアゾ成分
　５－ニトロ－２－アミノアニソール４２部を水１０５部および３１％塩酸５９ｍｌ中に
懸濁させる。懸濁液を氷で０℃に冷却し、４０％強度亜硝酸ナトリウム溶液３３ｍｌを添
加することによってジアゾ化する。
ｂ）カップリング剤および顔料分散剤
　水６７２ｍｌおよび２５％強度水酸化ナトリウム溶液４０ｍｌを使用して、アセトアセ
チル－ｏ－アニシジド５１．７部を溶解する。ラウリル硫酸ナトリウムの３０％強度水性
溶液１．８部の添加に続いて、溶液を氷の添加によって１０℃に冷却する。カップリング
剤を８０％酢酸２２ｍｌを添加することによって沈殿させる。酢酸でｐＨを６から７に調
整する。次いで、水８４ｍｌ中のマレイン酸変性ロジンエステル１０部の溶液および２５
％強度水酸化ナトリウム溶液１０．５ｍｌを添加し、８０％酢酸でｐＨを９．８に調整す
る。実施例１６により生成された水性、Ｐ．Ｙ．６１の３８％プレスケーキ、１２．７ｇ
を添加した。
ｃ）カップリング
　ジアゾ成分を１時間の内に、カップリング剤に添加する。
ｄ）顔料分散剤および助剤の添加
　８０％酢酸５ｍｌおよび水２５ｍｌ中に溶解した水素化牛脂アミン１．９部を添加する
。次いで、系を８０℃で１７時間撹拌する。懸濁液を濾過し、プレスケーキを１３０℃で
乾燥する。
【００８６】
　清澄な色相を有し、高光沢および高透明性を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系に
おいて得られる。
【００８７】
　（実施例１８）
　水性、Ｐ．Ｙ．６１の３８％プレスケーキ、１２．７ｇの代わりに、顔料分散剤として
市販のＰ．Ｙ．１９１：１　４．８ｇを使用することだけを変え、実施例１７を繰り返す
。
【００８８】
　清澄な色相、高光沢を有する強く着色された印刷物が、ＦＰ系において得られる。印刷
インクの粘度は低い。
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